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①  研修の日時 

平 成 ３０ 年 ８月 ２７ 日 （月 ）～２９日 （水 ）  ８：３０～１７：１５  

隠 岐 の島 町 都 万  仁 万 の 里  

※事 前 計 画 書 で は終 了 時 間 を～17 : 3 0とし てい ました が、～17 : 1 5に変 更 に なりました 。 

②  研修の内容（できるだけ詳しく記載してください。） 

（１）レクリエ ーショ ン活 動 補 助  

 利 用 者 の 状 態 に合 わ せた 活 動 の見 守 り、横 に座 っての 会 話 相 手 、お花 教 室 の補 助 、

児 童 と一 緒 に 工 作 作 り、居 室 共 同 スペースで囲 碁 、散 歩 の同 行 など。  

（２）介 護 支 援  

 食 事 の配 膳 の手 伝 い 、食 事 の 介 助 、一 緒 に食 事 、食 事 片 付 け 、お茶 菓 子 時 間 の準 備

やコッ プ洗 い 、車 いすの介 助 、居 室 で一 緒 にテレビ鑑 賞 、共 同 ス ペースでの話 し相 手 、日

誌 の書 き 方 、処 方 薬 の確 認 手 伝 いなど。 

※（３）生 産 物 ・作 品 販 売 活 動 補 助 は 、施 設 の都 合 によ り、取 り やめ になりま した。 

③  研 修 の感 想  

（研 修 の全 般 的 な感 想 、各 団 体 での活 動 の 意 義 や協 働 に 対 する感 想 （研 修 前 後 におけ

る意 識 の 変 化 ）等 について記 入 してく ださい。 ）  

研 修 前 後 で変 わった のは、今 ま で障 がい者 との接 点 が少 なかった私 にとって、障 がい者 を

取 り巻 く 環 境 や、そこ で働 く方 の現 場 での状 況 を知 ることで、より 利 用 者 やその家 族 、ま た職

員 の身 に なって親 身 に考 えられる ようになったことが 一 番 大 きな変 化 でした 。 

重 度 の知 的 障 がい・身 体 障 がいの方 が居 住 するスペースで過 ご した時 間 が 多 かった ことか

ら、そも そも 利 用 者 はどういう方 なのか、利 用 者 の くらしがどういう も のかを知 る こと で、当 事 者 の

思 いを想 像 することが以 前 に比 べて出 来 る ようになったと 感 じていま す。施 設 の所 長 や課 長 か

ら施 設 について説 明 を受 けてから現 場 に入 っ たことで、制 度 やかかえ ている 問 題 についても 意

識 しながら研 修 に 参 加 することができま した 。保 健 所 という 職 場 柄 、 障 がい者 福 祉 に関 連 する

仕 事 も 今 後 ある と思 うので、今 回 の経 験 を生 かしたい と思 い ます。 

 今 回 の研 修 を通 して感 じた のは、施 設 の中 で働 く 方 と 外 から見 る人 の見 え 方 に 、相 当 の隔

た りが依 然 と してあ る、ということです。どうしたら改 善 でき るのか、考 えていきた いと思 います。 

 

④ その他特記事項  

（※今後の研修実施に当たっての改善点、留意しておくべきことなどがあれば記入してください。） 

 研修日程を、私の都合により５日から３日に短縮してもらいましたが、仁万の里の研修は、３日では全

体像が見えてこないように思います。５日は長いようですが、研修としては適切な期間設定だったと思い

ました。しかし、５日間職務を開けるのは勇気がいることから、職場のサポートが必須だと感じました。 

（注 １ ）研 修 日 時 ・内 容 等 がわか る資 料 があれ ば、添 付 してく ださい。 

  ( 注 ２ )報 告 書 は、平 成 31 年 1 月 31 日 までに人 事 課 あてにメールで提 出 してく ださい。 


